
岡山市下水道河川局さ

岡山市下水道事業経営計画2ごさ6 かかる
令和 年度 取組状況

本報告 い

趣旨

構成
 取組 概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 施策 と 取組等 ・・・・・・・・・・・・・・
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• 平成28年 月 、平成28年度か 今後さご年間 下水道事業経営
方針と る 岡山市下水道事業経営計画2ごさ6 を策定しまし

• 令和 年度 、Ｐ Ａサイクル 基 き目標達成状況 中間評
価を⾏い、そ 結果及び社会状況 変化等を踏まえ計画を一部改訂
しまし

• 経営計画 定 経営方針 沿 、令和 年度 取組をまと ま
し

• 今後と 下水道事業 ⾒える化 を図るとと 、Ｐ Ａ
る事業 改善 努 ます

施策 と 取組等 ⾒方

経営計画2ごさ6 定 る
経営方針 大区分

経営計画2ごさ6 定 る
経営方針 中区分

経営方針 小区分
対する令和 年度
取組結果を示し

います

経営計画2ごさ6
定 る経営方針

小区分

・定量的 目標
、 内

目標と る指
標を
います

GKK

P.  2〜P.
P.  4〜P.25
P.26
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施
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策

浸
水
対
策

 下水道処理⼈⼝普及率 ごげ4 イント増 ず。げ。％ 向上、未普及⼈⼝ ごげ3万人減
さごげさ万人 減少

 整備面積 、さごごれa
 ア ョンプ ン 基 、新規地区 高松、吉備津、牟佐 管 整備 着手
 新規地区へ 幹線整備 し 、笹ヶ 右岸幹線 牟佐幹線を延伸
 イッ プ 等 積極的 導入 コ 縮減率 、2げさ％

 下水汚泥 有効利⽤ 再資源化 9せ％
 再資源化 分散化 検討・実施 、溶融 化を平成2せ年度⽐ 。ご9ｔ増加
 岡東浄化センター等 照明 Lどと化、省 ネ型 ンホー ンプへ 更新 、年間

約2さ,3さご「Wれ 電⼒量削減
 い 豊 海を目指した能 的 季節別 管理運転を継続実施
 公共下水処理場 電⼒購入量 、岡東浄化センター太陽光発電 導入、流通団地浄化セ
ンター、芳賀佐山浄化センター 統廃合 、平成2せ年度⽐ 約さずせ万ｋWれ／
年 約さず％ 削減

 岡東浄化センター 電⼒使⽤量原単位
前年度⽐さげ。%減少 太陽光設備 合わ 2げ3％減少 し 、前年度⽐さげご％減を
達成

 浦安11号雨水幹線 Φ3,750 整備 着手し、全⻑約3.7ｋｍ 一次覆⼯ 完了
 今保排水区 ンプ場 箇所 整備を実施
 河川・農業⽤水路 既存 ッ を活⽤した流量調整 浸水対策 推進
 可搬式 ー ンプ延 4。台配置 、柔軟 浸水対策を実施
 岡山市浸水対策協議会を令和 年 月、令和 年 月 回開催し進⾏管理を継続実施
 市⺠設置 雨水貯留タン 助成43件 約。㎥ 貯留効果
 市⺠設置 止水板 助成 件
 内水ハ ー ップ 地図面を小学校区別 ま た地域防災 ップ 内水 を作成し、
令和 年 月 岡山市HP 公表

 内水ハ ー ップを約せ,ごごご枚配布し、出前講座を 回実施
 平成30年 月 一定規模以上 開発⾏為等 対し 、雨水排水計画 協議を義務化
し、協議件数4。件 計画貯留量計ささ,44ご㎥

 流出抑制施設設置 対し 、さ3件 助成し 4,4せず㎥ 貯留効果
 市⺠へ 土 う配布を継続実施 計す4,ご94袋
 下水道てでP 日本下水道事業団 者 災害時⽀援協⼒協定を継続

 耐震対策 必要 施設 対策 、９施設中累計 施設 完了し 、令和 年度
旭⻄排水 ンター管理棟 ⾦岡 ンプ場 岡南 ンプ場 耐震⼯事を継続実施

 耐津波対策 必要 施設 対策 、10施設中累計 施設 完了し 、
令和 年度 岡南 ンプ場 津波対策⼯事を継続実施

 重要 汚水幹線 耐震調査 い 、旧旭⻄処理区 完了、旧旭⻄処理区以外 含 た
市全域 未耐震調査箇所 整理

 幹線管渠 耐震対策工事 向けた詳細設計を実施
 ンホー 浮上防止対策工事させ箇所実施
 災害⽤ ンホー イ 設置工事 箇所実施
 下水道てでP運⽤委員会 委員会 回 Wに 回 成果評価、Pとでづ ⾒直し
を実施
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 令和 年度 下水道使⽤料収入が税抜) 、93げ9億円
 接続率 、93げさ％ 向上
 国 交付⾦等 活⽤ る財源確保 、国庫補助⾦等 交付決定額 、3すげ9億円
 中⻑期的視点 平準化債 活⽤ 、4せ億円活用
 企業債残高 、 ,9。。億円 削減
 経費回収率 、9さげ3％
 平成29年度 抽出した不明水対策 必要 地区 つい 、原因究明調査や対策⼯事

を実施
 市内小学校 出前授業実施 校 ネ 展開催 回
 処理場 ⾒学 受入ささ件
 マンホールカード 継続配布
 広報戦略推進班 る活

経
営

か

管
理
体
制

ひ
と

経
営
資
源

ひ
と
・も

・か

に
関
す
る
方
針

 下水道等 ⽼朽管 起因す 道路陥没件数 令和3年度 54件 対し3す件 減少
 旭⻄排水区 け 管渠 ⽼朽化点検 調査 さ4げせ「m実施 累計さ32げ2「m
 旭⻄排水区 け 管渠 改築が⼝径。ごご㎜未満き 2げさ「m実施 累計29げさ「m
 処理場・ ンプ場 健全度 以下 機械 電気設備 改築更新 。。点数実施 累計

ずず9点数
 供⽤開始 さ5年以上経過す 施設 健全度 診断 累計26施設 完了
 旭⻄排水センター 岡東浄化センター 天 ・巌井・笹ヶ ・錦・岡東・岡南 ンプ場

⼾浄化センター 上芳賀・芳賀佐山第 ンプ場 ⾦岡 ンプ場 雨水・汚水 累
計さ3施設

 下水道処理場 統廃合 向け 中原処理区 計画設計を実施
 農業集落排水施設 い 公共下水道 統合可能 処理区 う 処理区 詳細

設計 処理区 基本設計 処理区 接続⼯事を実施し 観⾳寺処理区 統廃合 完
了 農業集落排水施設同⼠ 統廃合 接続工事を実施

• 大学生 インターン ップ受け入
• 岡山理科⼤学附属⾼等学校科学部 連携し 下水道整備効果 発信
• 夏休 下水道教室 実施
• 下水道 ンホー タンプ ー 実施

 指導者を選定し Oのへ年間指導計画書を基 指導対象者 対し年間指導を実施
 年度当初 初任者研修 各課 当業務研修 現場研修 回実施
 職場外研修 し 日本下水道事業団研修等 参加 年間3す研修 延 すず人受講
 資格取得 支援 し 資格取得 向け 勉強会 回実施
 下水道職員技術交流会等 ワー ン 研修 他都市職員 連携・交流 促進

• 種類 ター 作成 合計約2ごご枚 ターを掲示
• とづYを令和 年さご月 岡東浄化センター 実施
• Instaるram 投稿を タート︕下水道河川局 日常業務 情報発信
• 下水道河川局公式Y【uへubらチ ンネ ンホー 探し 旅 ー 画を 本投稿
• 下水道PR⽤ ホイー カ ー 運⽤
• 桃太郎 ンホー インを⽤い LねNど タンプ 配信

 下水道 魅⼒発信・信頼獲得・ ービ 向上推進班 活
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施策 方針
未普及対策

4

さ4万⼈※ 未普及⼈⼝ 早期解消 向け 合併処理浄化槽 適切 役割分 さご年間
重点的 整備を推進します ※計画策定時点

汚水処理未普及人⼝ 下水道処理
人⼝普及率及び汚水処理人⼝普及率 推移

 普及率 ごげ4 イント増 ず。げ。％ 向上
 未普及⼈⼝ ごげ3万人減 さごげさ万人 整備面積 さごごれa

・下水道処理⼈⼝普及率 向上
H26 実績 65.さ％ → R 中間目標 、ご％ → R 目標 、4％

・毎年度計画的・着実 整備 実施 毎年度 。ごれa

岡山市下水道河川局 MFK

 ア ンプ ン 基
新規地区 高松 吉備

津 牟佐 汚水管 整
備 着手

 新規地区 幹線整備
・笹ヶ 右岸幹線を延伸
・牟佐幹線を延伸

ア ンプ ン 策定 Pとでづ ⾒直し

ア ョンプ ン計画図

各年度 整備⾯積 推移

高松 吉備津地区 牟佐地区 牟佐地区
管 整
備 着手

整備
Ｌ≒さ.さ㎞

笹ヶ 右岸幹線

高松地区 吉備津地区
管 整備 着手

 若手・転⼊職員を対象 した講習会 技術⼒ 向上・継承を図

―︓R4年度実績 ―︓整備完了

牟佐幹線

整備
Ｌ≒さ.6㎞
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施策 方針
未普及対策
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イッ プ 等低 技術 PPPこPなね手法 検討 効率的 整備を推進します

イッ プ 等 積極的 導入 縮減 毎年度管渠建設事業費 2％縮減

岡山市下水道河川局

 管渠建設事業 縮減率 2げさ％
※低 手法︓曲管 使⽤ ⼈孔 削減 小型⼈孔 取付けます φ2ごご㎜ 積極的 採⽤

MFK

私道 下水道整備促進 検討・導入

⺠間開発 伴う下水道整備促進 検討・導入

 開発⾏為等 併せ 補助⾦制度 下水道 整備 困難 平成29年度検討終了

 私道 下水道整備 関す 補助⾦制度 整備 困難 平成29年度検討終了
 要綱 改定 下水道 接続要件 緩和

下水道区域情報管理 運⽤ 未普及 ア 的確認
効果的 整備 実現

 未普及 ア 的確認以外 未普及地区 整備計画図 出⼒を⾃ 化
業務 効率化を図

クイックプロジェクト
曲管の採用

曲管の採用

小型人孔の積極的 採用 取付けます φ200㎜ の採用

小型人孔

下水道区域情報管理 初期画面

業務 効率化 一例

整備計画図 印刷結果

整備計画地区 選択
↓

表示したい情報
イ を選択
↓

プ ンタ 設定
用紙・向 ・縮尺

12個の手動設定を
自動化

自動化 より

時短で
印刷可能



施策 方針
浸水対策
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大規模浸水被害 あ 排水区を中心 整備を推進します

岡山市下水道河川局 SSI

浦安 芳田排水区等 管渠・ ンプ場 施設整備 さご年間 目標整備面積約39ごれa
R 中間目標 53% → R 目標 さごご％

 浦安ささ号雨水幹線がΦ3,、5ごき 整備 平成3ご年度 着手し 全⻑約3.、㎞区間 一次覆
工 完了 引 続 二次覆工を施工

 浦安ささ号雨水幹線 建設工事 内容説明を
桃太郎 雨退治 し 公開

れtt】s:ここエエエ.y【utubら.ょ【『こエatょれっェち『エaゃなL9WS「エ
 今保 ンプ場 白石 ンプ場 箇所 ンプ

据付完了

浦安11号雨水幹線
二次覆工施工状況 R5.4白石 ンプ場施工状況 今保 ンプ場施工状況

主 浸水対策位置図

岡南 ンプ場改築
H3ご〜

整備中箇所

浦安ささ号
雨水幹線整備

H3ご〜き

今保・白石 ンプ場整備
R2〜き

浦安さ2号
雨水幹線整備
H3さ.4整備済き

芳田第さ ー 整備
R2.3整備済

芳田さ4号
雨水幹線延伸
H29.3延伸済き

当新田 ンプ場
ンプ増設

H2。.3増設済

雨水渠

岡山市下水道河川局公式
YouTuポeチャンネ

YouTuポeチャンネ
浦安11号雨水幹線工事内容説明



施策 方針
浸水対策

、 岡山市下水道河川局 SSI

遠隔監視・制御 効率化

 雨水取水 ー 操作を 下水道災害対策室 一元化す 遠隔操作化⼯事
向け詳細設計を実施

 浸水対策特別事業 雨水排水対策 ッ 班 ー ンプを延 4。台
事前配備

 可搬式 ンプ 主 ｲﾝ を平成3ご年 月豪雨 浸水被害をうけ 町内会を対象
台減 台増 計39台

 可搬式 ンプ 取扱説明用 画を岡山市下水道河川局公式Youへubら
チ ンネ 公開中

可搬式 ンプ 柔軟 配置 浸水対策 実施

・ ー ンプ配備回数 さ回
○南区児島半島地区
○中区山崎地区

・ ンプ ニッ 稼働回数さ回
○古京町地区
○大福地区

河川・農業⽤水路等 既存 ッ を活⽤し 流量調整 浸水対策 推進

 事前 予想 大雨 際 旭川合同堰等 取水制限を実施し ⽤水等

 笹ヶ 川⻄側 い ⽤水路 水位調整を⾏う 関係機関 調整を⾏い

 雨水排水対策 ッ 班 い 浸水対策特別事業を2す箇所 実施
 既設排水機場 ⻑寿命化対策 し 中川排水機場 原尾島排水機場 ⼯事を継続
 旭東 号幹 線雨水 取水 ート 増設

浸水対策特別事業実績
・浚渫事業
・⽤排水路整備事業
・河川浚渫事業
・樋門改良工事
・排水機場整備

大規模浸水被害 あ 排水区を中心 整備を推進します

https://www.youtube.com/watch?v=RDuDqTLi9eg

可搬式 ンプの試運転状況
YouTuポeチャンネ

可搬式 ンプ 町内会貸与 説明用 画

排水機場整備 南区藤田錦地区

箇所
箇所
箇所
箇所
箇所

2〜。インチ ンプ
インチ ンプ

インチ ンプ
インチ ンプ

延 46台
延 台

台
台

旭東1号幹線雨水きょ取水ゲ ト増設

水位調整を実施

連絡体制を強化



岡山市下水道河川局。

施策 方針
浸水対策

。 岡山市下水道河川局 SSI

自助・共助を促進す ソフ 対策 充実を図 ます

⼾別雨水貯留タン

市⺠ 土 う配布

 市⺠向け土 う配布事業 4さ,ご94袋配布
 防災備蓄土等給付事業 さ3,ごごご袋を。9町内会 配布

⺠間企業 災害時支援協⼒協定締結 推進

 下水道てでP 日本下水道事業団 者 協定締結済 令和 年度〜 年度 期間

市⺠ 土 う配布 豪雨等 対応す 令和元年度 定期開催し
令和 年度 5こ24 6こさ。 、こさ4 。こ、 9こ6 回実施

開発⾏為等 伴う貯留・浸透等 推進

 平成3ご年 月工事着手事業 3,ごごご㎡以上 開発
⾏為 建築⾏為等 対し 雨水排水計画 協議を義務化

 平成3ご年 月 雨水流出抑制施設 設置を市全域
促進す 補助制度を拡充

雨水排水計画 協議実績
協議件数 4。件 計画貯留量計 ささ,44ご㎥

雨水流出抑制施設 助成実績
助成件数 さ3件 計画貯留量計 4,4せず㎥

内水 ー ップ 作成・公表
 平成3ご年 月豪雨を反映し 内水 ー ップ を作成し 令和 年 月

配布開始
 内水 ー ップ 地図面を小学校区別 ま 地域防災 ップ 内水

を作成し 令和 年 月 岡山市HP 公表
 内水 ー ップ約せ,ごごご部を配布し 公⺠館 出前講座を 回実施

出前講座風景

⺠間事業者 よ
プ スチッ 貯留槽設置状況

土 う配布状況(北区) 土 う配布状況(中区)



 雨水流出抑制を市⺠ 協働 推進す 市⺠設置 ⼾別雨水貯留タン 助成
制度を継続実施

 市⺠ 自助を促進す 市⺠設置 ⽌水板 助成制度を継続実施

施策 方針
浸水対策

9 岡山市下水道河川局 SSI

自助・共助を促進す ソフ 対策 充実を図 ます

住宅 貯留タン 設置・止水板等設置 対す 助成 検討

 雨水貯留タン 助成実績 43件 ㎥  止水板 助成実績 件

浸水想定区域を踏まえ 総合的 浸水対策 検討

 岡山市浸水対策 推進 関す 条例 平成29年 月施⾏ 第 条 基本計画 策
定 基 浸水対策を総合的 計画的 推進す 岡山市浸水対策基本計
画2ごさ9 及び 岡山市浸水対策⾏ 計画2ごさ9 を策定

 条例 第2ご条 岡山市浸水推進協議会 設置 基
岡山市浸水対策協議会 総合的 浸水対策
を着実 実施す 進⾏管理を継続実施

 河川・下水道 整備 い ー 対策 け く
ソフ 対策 流域対策 一部 減災対策 避難対策
を含 総合的 浸水対策を 農林 道路 公園
防災等 関係部局 連携し 実施
岡山市浸水対策推進協議会…令和 年 月 令和 年 月 回開催

https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000002949.html https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000023699.html

岡山市浸水対策協議会開催状況



 耐震対策 実施 累計 施設 津波対策 実施 累計 施設
 岡南 ンプ場建設⼯事継続 耐震・耐津波対策
 旭⻄排水 ンター管理棟⻑寿命化⼯事継続 耐震対策
 ⾦岡 ンプ場⻑寿命化⼯事継続 耐震対策

施策 方針
耐震・耐津波対策

・耐震対策 必要 施設 ９施設 対策を実施
R 中間目標 施設 →R 目標 施設

・津波対策 必要 施設 さご施設 い 電源機能確保等 対策を実施
H26 実績 施設 → R2 中間目標 施設 → R、 目標 施設

岡山市下水道河川局

・耐震対策 い 特 旧耐震基準 昭和56年以前 施設等 い 改築 合わせ
対策を実施します

・耐津波対策 い 対象施設 け 電源機能確保等 対策を実施します

TST

旭⻄排水センタ の耐震対策を継続 岡南 ンプ場の耐震 耐津波対策を継続

ンプ場躯体 建設中管理棟 完成

さご



施策 方針
耐震・耐津波対策

ささ 岡山市下水道河川局 TST

重要 汚水幹線 耐震調査 実施
H26 実績 累計さ5「『 →R 中間目標 累計22「『 →
R 目標 累計44「『

 旧旭⻄処理区 耐震調査完了 伴い 旧旭⻄処理区以外
含 市全域 未耐震調査箇所 整理

岡山市内 合流地区 あ 旧旭⻄地区 幹線管渠 φ。ごご㎜以上 耐震診断 完了
⇒令和 年度 幹線管渠 耐震対策工事 管更生工法 を実施

施設 管渠 耐震化・耐津波化を図 ます
ま 災害時 イフ インを確保す 整備を実施します

潜⾏目視調査 調査潜⾏目視調査 対策⼯法案 管更⽣⼯法

旧旭⻄処理区 幹線管 。ごご㎜以上 耐震診断箇所

凡例
平成29年度ま 完了
平成3ご年度完了
令和元年度完了
令和2年度完了
令和3年度完了

 耐震診断 完了し 旧旭⻄処
理区 幹線管渠 φ。ごご㎜以
上 い 耐震化基本計
画を策定

↓
 幹線管渠 詳細設計を実施

↓
 幹線管渠耐震対策⼯事を実施

 令和3年度
詳細設計 Ｌ≒2げご㎞

 令和4年度
細堀第さ幹線下水管
改良⼯事 R4けさ
L=す9げ4m φさずすご
※令和す年度完了予定

 令和 年度以降 い
幹線管渠 耐震化 向け
随時 詳細設計 対策工事
を実施し いく



施策 方針
耐震・耐津波対策

さ2 岡山市下水道河川局 TST

緊急輸送道路及び重要物流道路 埋設 い ンホー い ンホー 浮上
防止対策を実施

 ンホー 浮上防止対策をさせ箇所実施

 ンホー イ 設置工事を 箇所実施 累計さ3箇所
豊小学校 財田小学校 ⻄小学校 平福小学校

避難所 け 災害⽤ ンホー イ 整備

ンホー イ イ ー 出典︓国交省HP

施設 管渠 耐震化・耐津波化を図 ます
ま 災害時 イフ インを確保す 整備を実施します

●令和 年度 ンホー イ 設置箇所

豊小学校 財田小学校 ⻄小学校 平福小学校

過
剰
間
隙
水
圧

消散弁

消散弁イ ー

水道既設管路耐震技術協会
ー ー よ

消散弁を設置し 過剰間隙水圧をマン ー 内に排水
す こ 浮 を防止す

○過剰間隙水圧消散工法 フ ート 工法

消散弁

消散弁

市道い 町⻘江線
⼤元駅東側

市道⻄古松下中野線
岡山市北区富田付近

ンホ トイ 設置箇所位置図



 令和 年 月 第 回目 訓練を実施
 屋内 訓練 ー プ イン 形式 図上訓練

ン ー ー プ イ ー 分 ン ー ー 与え 状況付与 対し
プ イ ー う 対応す 検討し 結果を報告

 屋外 訓練 現地調査訓練
管路班 施設班 現地 施設を調査し ニ ア 手順 機材 操作方法を確認

 災害支援協定を締結し 団体 連絡訓練
 分庁舎・岡東浄化センター・旭⻄排水センター 箇所を ビ会議 接続

施策 方針
耐震・耐津波対策

さ3

下水道てでP運⽤委員会 成果評価 Pとでづ ⾒直し

下水道てでP 実⾏⼒向上 定着化を図 訓練を実施 毎年度 回

岡山市下水道河川局

屋内 図上訓練 様子 管⼝カ 下水道管調査下水道施設 点検調査

てでP 業務継続計画 充実・訓練 実施等 取組 高度化を図 ます

TST

ワー ン ープ会議 Pとでづ

 新規配属者等 説明会 当者 ワー ン ープ 会議 回 を実施
 2さ 政令市等 組織す 災害時支援大都市連絡会議 情報連絡訓練及び図上訓練

名古屋市 開催 岡山市 図上訓練 ン ー ー し 訓練を実施

大都市間 情報連絡訓練及び
図上訓練

新規配属者等 説明会

ビ会議 使⽤状況ン ー ー 報告す 様子 管⼝カ 下水道管調査



平成2、年度実績 ささ,939ｔ

施策 方針
環境対策

さ4

 岡東へ 田中P 北⻑ P 野々⼝へ 山上へ 田原へ 中牧へ 照明をLどと化す
年間約2ご,さ4ご「Wれ 電⼒量削減

 省 ネ型 ンホー ンプ 更新 着手

・下水汚泥 有効利⽤ 再資源化 9、％
・再資源化 分散化 検討・実施

省 ネ ー機器 積極的 導入

 再資源化 9せ％
 分散化を目的 溶融 化を平成2せ年度 。ご9ｔ増加
 再資源化 分散先検討 着手

下水汚泥 い 増加等 対す 回避 分散化を検討します

ネ ー対策 い 施設 改築 運転効率 高度化 省 ネを推進します

60.0%36.コ%

3.2%

セ ン 資源化
、,さ64ｔ

ン 化
4,39さｔ

溶融 化
3。4ｔ

岡山市下水道河川局 KNK

令和 年度実績 さ2,4。さｔ

岡東浄化センタ 照明設備LED化
外灯８灯 約1ク,060kWh/年削減

野々口浄化センタ 照明設備LED化
屋内灯１灯 外灯３灯 約2,93グkWh/年削減

省エネ型ポンプ 更新
約1,1ゲ0kWh/年削減

セメント資源化
ゲ,3グ1 t 
グ9%

ンポスト
3,60グ ｔ

29%

溶融ス
1,193 ｔ

9%

焼却 埋⽴ 332 ｔ 3%

年間約さ,させご「Wれ 電⼒量削減



施策 方針
環境対策 い

さ5

ネ ー対策 い 施設 改築 運転効率 高度化 省 ネを推進します

岡山市下水道河川局 KNK

 い 豊 海を目指し 岡東浄化センター け 能 的が季節別き管理運転 実施がささ~3月き
 児島湾 窒素負荷量 ずげ4ｔ増加 ン負荷量 ごげ4さｔ増加 実施前 平成29年⽐
 岡山県水産研究所 い 周辺海域 栄養塩類濃度 影響評価 海苔 水産資源 効

果を調査中
 凝集剤 鉄 使⽤量削減 通常⽉︓平均。,4せさℓこ⽉ 管理運転⽉︓平均さ,ずす4ℓこ⽉

凝集剤 使用量削減
削減率︓。ごげす％

約せせ万円こ年

岡東浄化センタ おけ 冬季 11~3⽉ 処理⽔TN/TP平均濃度と負荷量 経年変化

水質 ン を考慮し 省 ネ運転 取組

 各処理場 水質 改善 努 省 ネを推進
全窒素[mg/L] ⽔質汚濁防⽌法 総量規制基準 1グmg/L [足守 10mg/L]

⽔質 全窒素 と電気使⽤量 原単位 推移

多

水
質

全
窒
素

少

電気使用量 原単位 大

能 的 季節別 管理運転
導入 よ 窒素 増加
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施策 方針
環境対策 い

さ6

ネ ー対策 い 施設 改築 運転効率 高度化 省 ネを推進します

岡山市下水道河川局 KNK

再生可能 ネ ー 検討・導入

 岡東へ太陽光発電 導入がRさき 流通団地へ統廃合がRさき 芳賀佐山へ統廃合 R3.5

平成2ゲ年度⽐
• 購入電⼒量 16％以上の削減
• 一般家庭 約410世帯相当
• CO2排出量 約2,570ｔ削減

公共下水道 農業集落排水施設 統廃合 ネ ー効率 向上
岡東浄化センター 電⼒使⽤量原単位 削減 前年度⽐さ％削減

 目標値 達成 目標値 。、％
前年度 令和3年度 ⽐原単位約さげ。%減少 太陽光設備 合わ 約2げ3%減少

原単位︓さ『3 汚水を処理す
必要 す 電⼒量

[「Wれこ『3め

原単位︓さ『3 汚水を処理す
必要 す 電⼒量

[「Wれこ『3め

平成26年度⽐ 約2ごげさ％削減 計画策定時
太陽光設備 合わせ 約2。げせ%削減

0.666 0.659 0.653 0.646 0.640 0.633 0.627
0.621 0.615

0.648 0.640
0.625

0.632

0.582

0.528
0.541

0.531

0.623

0.518

0.470
0.486

0.475

0.4

0.45

0.5

0.55

0.6

0.65

0.7

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

原
単

位
[k

W
h/

m
3]

目標値
実績値 太陽光 し
実績値 太陽光あ

ゲ,3グク ゲ,2コグ ゲ,109 6,ゲ92 

グ,630 
ク,コ9コ グ,01グ ク,ゲココ 

10,グ0グ 10,ク9コ 10,グ00 10,6ゲ9 
9,62ク 9,ク02 

9,2グ2 コ,コ3ク 

0

2,000

ク,000

6,000

コ,000

10,000

0

2,000

ク,000

6,000

コ,000

10,000

12,000

H2ゲ H2コ H29 H30 R1 R2 R3 Rク

CO
2排

出
量

[t
-C

O
2/

年
]

公
共

下
⽔

処
理

場
電

⼒
使

⽤
量

[千
kW

h/
年

]

CO2排出量[t-CO2/年]購入電⼒量[千kWh/年]

公共下水処理場 購⼊電⼒量を削減



経営資源 関す 方針
施設管理

さ、 岡山市下水道河川局 SKR

管渠 い ⽼朽管 陶管 多い中心部 旭⻄排水区 い 重点的 対策を実施します

下水道処理場・ ンプ場 い 施設 健全度を勘案し 効果的 対策を実施します

下水道等 ⽼朽管 起因す 道路陥没件数 削減

旭⻄排水区 け 管渠 改築 実施
毎年度さ.5「『実施

旭⻄排水区 け 管渠 ⽼朽化点検 調査
H26 実績 累計39「『 → R 中間目標 累計92「『 → 
R 目標 累計さ29「『

 旭⻄処理区内 ⽼朽管 陶管 対し 順次管更生を実施
 道路整備事業等 あわせ 管渠 改築 管更生等 を実施
 令和 年度 管渠改築更新 2げさ「m実施 累計 29げさ「m

 令和 年度 54件 →令和 年度 3す件

 令和 年度調査 さ4げせ「m実施 累計 さ32げ2「m

駅前町一丁目地内下水管更生工事

施工状況

更⽣後

更⽣前

 改築更新 。。点実施 累計 ずず9点 今後 順次改築予定

処理場・ ンプ場 健全度2以下 機械設備 電気設備 改築更新を実施
H26 実績 累計さご点 →R 中間目標 累計35ご点 →R 目標 累計9ごご点

今後 供⽤開始 さ5年以上経過す 施設 い 順次診断を実施
H26 実績 23施設 → R2 中間目標 32施設 → R、 目標 33施設

岡東浄化センタ 及び吉井川浄化センタ
全窒素 全 ン COD⾃ 測定装置更新笹ヶ ポンプ場⾃家発電機更新

天 P場内⼭下幹線流入 ト更新

旭⻄Hが42点き，天 Pが 点き ，笹ヶ Pが 点き ，岡東へが 点き ，吉井川へが 点き ，⾦岡Pが35点き

天 P場内⼭下幹線除塵機更新

 改築更新費⽤ 平準化・日常点検結果を考慮し 調査診断時期を計画 累計 26施設

取付管改築更新 さず4箇所実施 累計 す,ごずさ箇所

撤去状況 更新後 更新前

更新後 更新前(岡東T)更新前 更新後(岡東T)

更新後



経営資源 関す 方針
施設管理

さ。 岡山市下水道河川局 SKR

巌井・笹ヶ ・錦 ンプ場等 改築 実施 着手
H26 施設 →Ｒ さ9施設 →Ｒ 2さ施設

旭⻄排水ｾﾝ ｰ・天 ・巌井・
笹ヶ ・錦・岡南・岡東ﾎﾟﾝﾌﾟ場
岡東浄化ｾﾝ ｰ・ ⼾浄化ｾﾝ ｰ・
上芳賀・芳賀佐山第2ﾎﾟﾝﾌﾟ場・
⾦岡 雨水 汚水

平井P場改築更新設計 Rグ着手

 累計さ3施設 改築 着手

更新前 更新後
⾦岡ポンプ場№2ポンプ更新

 最適整備構想 基 小串処理場 改築・更新計画を策定

 最適整備構想 基 ⼤内処理場 改築・更新 着手

作業前 水槽上部撤去状況 接触 材 再使⽤ 洗浄状況

⽔槽上部
土、砕石

撤去

大内処理場処理槽改修状況

下水道処理場 農業集落排水施設等 統廃合 検討・推進します

下水道処理場 統廃合 推進
 中原処理区 統廃合 向 計画設計を実施

中原処理区

岡東処理区

TT

PP

児島湖処理区

流通団地処理区

統廃 完了

統廃 完了

芳賀佐山処理区

費 削減を図

中原処理区を岡東処
理区 統合し 処理

費 削減を図
参考
・芳賀佐山処理区 令和 年6月廃止
・流通団地処理区 令和 年3月廃止

拡大図

仮称 中原ポンプ
場

・ ンプ場
幹線管

計画設計

P



経営資源 関す 方針
施設管理

さ9

下水道 接続 効率的 農業集落排水施設 い 統合 推進

岡山市下水道河川局 SKR

 公共下水道 統合可能 6処理区 う 処理区 詳細設計 処理区 基本設計
処理区 接続⼯事を実施

 農業集落排水施設同⼠ 統廃合 接続⼯事を実施
 観⾳寺処理区を公共下水道 ⼾処理区 接続し 統廃合 完了

下水道処理場 農業集落排水施設等 統廃合 検討・推進します

三和・日応寺 第さ・第2 処理区

児島湖処理区

三和・日応寺第さ処理区

三和・日応寺第2処理区

宇⽢東処理区

御津中央処理区

国 原処理区

宇⽢東処理区

野々⼝処理区

国 原処理区

観⾳寺・塩納・坂根処理区

塩納処理区

坂根処理区

⼾処理区

岡東処理区

吉田処理区

吉田処理区

建部処理区

・接 工事

・基本設計

・詳細設計

・詳細設計

・接 工事

・接 工事

統廃
完了

観⾳寺処理区



経営資源 関す 方針
経営

2ご 岡山市下水道河川局 KEI

使⽤料収入 国 交付⾦ 活⽤等 安定し 収入 確保を図 ます

 国庫補助⾦等 交付決定額 3すげ9億円

国 交付⾦等 活⽤ 財源 確保

• 社会資本整備総合交付⾦ 、.9億円
• 防災・安全交付⾦ 4.ご億円
• 個別補助 23.9億円
• そ 他 ご.さ億円

中⻑期的視点 平準化債 活⽤ 実質的 元利償還⾦ 平準化

3ご年
元利償還期間

5ご年
施設耐⽤年数

減
価
償
却
費

利息
元利均等方式

減価償却費 定額法
資本費平準化債 償還元⾦
建設債 償還元⾦ 元利均等

資本費平準化債 借換え

建設債 償還期間 資本費平準化債
償還期間

元利償還
元利均等方式

減価償却費を超え 部分を資本費
平準化債 活用 後年度 送

概念図概念図

元⾦
元利均等⽅式

 資本費平準化債 4せ億円活⽤ ※借換債 10億円 除

 経費回収率 9さげ3％

企業債残高
H26 実績 2ぐしし1億円

→R2 中間目標 2ぐ160億円
→R、 目標 1ぐそ60億円

 企業債残高 さ,9。。億円

2ぐしし1 2ぐ2。6 2ぐ2じ0 2ぐ1そ、 2ぐ162 2ぐ10、 2ぐ0すじ 2ぐ01し さ,9。。 

0

1ぐ000

2ぐ000

しぐ000

H26 H2、 H2。 H2そ Hし0 R1 R2 Rし Rじ

億円

経費回収率
H26 実績 そすげじ％ →R2 中間目標 そし％程度 →R、 目標 そし％程度

。そげ0 
。そげ6 

そ0げ。 
そ2げ2 そしげ1 

そ6げす そ6げ6 そじげじ 
そじげ2 そしげそ

。じ。じげ0
Hし0 R1 R2 Rし Rじ

億円％ 使用料収⼊ 税抜 接続率 推移

接続率 使⽤料収入が税抜き

 使⽤料収入 税抜 93げ9億円
新型コ イ 感染症等 影響 大⼝使⽤者
下水道使⽤量 令和元年度並 回復 い い

月 節水広報等 全体的 減少

 接続率 93げさ％
 接続促進活 各⼾訪問回数

せ,ごずず回が令和 年度
接続率 直近四箇年度 年度平均1げ0%増

安定 使⽤料収入確保 向 接続率 向上
H26 実績 。6げそ% →R 中間目標 そ0％程度 → R 目標 そし%

下水道使⽤料収入 税抜
H26 実績 そ6げす億円 →R 中間目標 そそげ0億円 → R 目標 102げ0億円



経営資源 関 方針
経営

21

岡山市下水道河川局 KEI

利⽤者 理解促進 安定的 収入確保 観点 下水道 役割 い PR活 取組

・児島湖流域下水道 イベン 等 普及啓発活 取組 推進
・市内小学校 出前講座や処理場 ⾒学 受入等 推進

 下水道PR ネ 展 出前講座 校実施 ンホー カー 継続配布
・ 下水道 日 月10日 懸垂幕掲揚 ター展示 PR
・市役所 市⺠ホー 下水道PR ネ 展開催 9こせ〜9こ。
・小学校 出前講座実施 校 ・岡東処理場コ 畑開放
・ふ あい ー PR ー 出展 ・処理場 ⾒学受入 ささ件 す9。人

ン
ホ
｜

カ
｜

小学校出前講座 市⺠ホー 下水道PR ネ 展

※新型コ イ 影響
イベン 開催中止 Ｐ ー
出展 中止 イベン

岡東処理場コ 畑開放

ふ あい ー

施設 統廃合や省 ネ施設 導入 施設管理 効率化等 支出 削減 図

・下水道処理場や農業集落排水施設 統廃合 推進 再掲
・省 ネ ー機器 導入や省 ネ運転 取組 推進 再掲
・未普及対策 イッ 等 低コ 技術 PPPこPなね 検討 コ 縮減

不明水対策 推進

 対策 必要 地区 い 原因究明調査や対策⼯事を実施
ンホー ン や ン 場 運転時間 降雨 ータ 相関性 高い地区 抽出 誤接続

雨水 流入 管渠 破損や⽼朽化 地下水 浸入対策 い 調査・対策工事 実施

・不明水対策工事 南区⻄高崎き
令和 年度 対策工事 本管接続不良箇所 補修 実施

・不明水対策工事 北区御津新庄き
令和 年度 対策工事 ⼈孔管⼝ 本管継手 取付管 補修 実施

管⼝補修 支管部 既設管破損箇所 工事後

効
果
検
証
中

カ ッ 支管
変更

管⼝補修 継手破損

21

推進 再掲



 種類 ター 作成 合計約2ごご枚 ター 掲示

下水道事業PR ター 作成及 掲示

経営資源 関 方針
経営

22 岡山市下水道河川局

利⽤者 理解促進 安定的 収入確保 観点 下水道 役割 い PR活 取 組

とAY ろをコ 畑

 岡東浄化 ンター コ 畑一般開放
あわせイベン 実施

• 岡東浄化 ンターコ 畑内 下水道PR ー
設置 下水道PRイベン ⾏い

• イベン 内容
ＤＡＹ 令和 年10月 日そぞし0〜16ぞ00

下水道Ｐ ー 設置 顔出 ネ 設置
施設⾒学 日 回 Ｎ 投稿 ン 企画

施設⾒学 …参加者合計せ9名
SひS投稿 …投稿数ささ件
Instagram Twitter Facebook

SひS情報発信 ねをstaるra『

 PR 画 本公開
• 令和 年度 岡山市下水道河川局公式

Yんウへウbらチ ンネ 開設 投稿 ター ︕
• 令和 年度 ンホー 探 旅 ー

画 本 画 公開

• 下水道事業 Ｐ ー 種類 ター 作成
• 水 イ 変え ････子供 未来 私 何気 使 水 下水道

⼒ 関わ い 表現 い
• 大会開催︕︕ ････い い 場所 目 ンホー 私 暮 ー

い ナ ンホー ゼ 言うワー 通 表現 い
• 設置場所 本庁舎 分庁舎 下水道処理施設 小学校

岡山市内 公⽴小学校そし校
ター 配布 ︕

施設見学施設見学
サイちゃんマンホール編サイちゃんマンホール編 うらじゃマンホール編うらじゃマンホール編

 岡山市下水道河川局 ねをstaるra『 9せ件投稿

• 令和 年度 岡山市下水道河
川局ねをstaるra『 開設

• 令和 年度 投稿 ター ︕
• そ、件投稿 ワー約2じ0⼈
• 局 様々 業務 様子や映え

施設 写真 投稿中

下水道P ブース下水道P ブース

N 投稿N 投稿



 岡山理科大学附属高等学校科学部 活 ー
下水道 整備 接続 水環境改善効果 い 幅広い周知
を図

大学生 インターン ッ 受 入

経営資源 関 方針
経営

2し 岡山市下水道河川局

実施

他 下水道 魅⼒発信・信頼獲得・ ービ 向上 市⺠満⾜度 向上

 下水道事業 興味 持 う インターン ップ受 ⼊ 実施
 経営・営業・建設・維持管理・水処理業務 体験

岡山理科大学附属高校科学部 連携 下水道整備効果 発信

岡東浄化 ンター⾒学会市⺠科学発表会 Wどて開催

・受入学生︓大学 年生

・受入期間︓令和 年 月2し日 ⽕ 〜26日 ⾦

・実習内容︓下水道事業 広 学 う
基本 下水道事業 興味 う

下水道経営 関 座学

ン 場・処理場 ⾒学

経営・計画部門︓下水道計画 概要や企業会計 解説
営業部門︓営業課 業務説明
建設部門︓現場視察 下水道施設 説明
維持管理部門︓下水道台帳 市内下水道管 解説
河川防災部門︓河川防災事業 解説

成果発表

PR ター制作



経営資源 関 方針
経営

2じ 岡山市下水道河川局 KEI

下水道 ンホー タン ー 実施

 下水道 い 年齢・性別 わ 広く興味を
うた 下水道 ンホー タンプ ーを実施

 実施期間 令和 年 ⽉さ2⽇〜令和 年 ⽉2。⽇
 下水道 当地 ンホー 市内観光地を ット 楽し

を ン プト 主 観光地 近く タンプを配置
・市内10 所 イン ンホー タン 設置
・応募者数 第 回目じじ0⼈ 第 回目じし。⼈

タン 設置状況

景品

タン ー台紙

 小学 〜 年⽣ 保護者を対象 夏休 下水道教室 を実施
 実施⽇ 令和 年 ⽉2す⽇ 木

タン 設置箇所
八幡温泉

御津郷土歴史資料館
岡山市⽴津高公⺠館

う観光 ンター
岡山市⽴光南台公⺠館
庭 城址南側 邸内公⺠館

ー さ
⾦陵山⻄大寺 観⾳院

カ下中野店

配布枚数 。ぐそじ0枚 応募 い タン 台紙 持 帰
下水道 興味 持 う

タン 設置箇所

夏休 下水道教室 実施

・下水道出前事業 実施
・処理水 観察
・オ ナ トート ッ

ー ッ処理水 観察下水道出前授業



経営資源 関 方針
管理体制

2す

下水道場 ワー ン 研修 他都市職員
連携・交流 促進

岡山市下水道河川局 KTS

 職場外研修 年間3す研修 延 すず人受講
 資格取得 支援 資格取得 向 勉強会 回実施
 参考書等 書籍 受験申込書や各種講習会 案内等

受験⽤資料コー ー 積極的 活⽤

日本下水道事業団 研修等 参加 資格取得 支援
毎年度 20研修以上 延 す0⼈程度以上

 現場研修3回実施 他 局内研修 実施

年度当初 初任者研修や各課 当業務研修 実施
局内研修 充実

毎年度 初任者研修 回以上 現場研修 回以上

現場研修 樋門操作研修 回︓22名 月

下水道施設 20名 10月
他研修 下水道てでP講習会 ・ 月

びのへ 局⻑面談 様子

20代職員 研修計画 策定 新卒者や20代 職場異 者
対 びのへ 実施

 指導者 選定 びのへ年間指導計画書 基 指導対象者
対 年間指導を実施

 指導者 名 ・指導対象者 10名 対象

びのへや職場内研修 各種研修 積極的 参加 若手職員 中心 時代 変化 柔軟
対応 職員 育成

岡山市下水道河川局 ⼈材育成方針及 毎年度 実施計画 作成

下水道施設 様子

勉強会 様子

※初任者研修 新型コ イ 感染拡大防止 中止

局内インターン ッ 10名 〜12月

管路設計勉強会 12〜 月
企業会計研修 11月

⾯談を開催 回



岡山市下水道事業経営計画2016 指標一覧

26 岡山市下水道河川局 GKK

決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 計画値
H26年度 H2、年度 H2。年度 H2そ年度 Hし0年度 R1年度 R2年度 Rし年度 Rじ年度 R、年度

 さ4万人 未普及人⼝ 早期解消 向 合併処理浄化槽 適切 役割分 さご年間 重点的 整備を推進し

 水道普及率の向 6すげ1% 6すげす% 66げ1% 66げ。% 6、げじ% 6、げ6% 6。% 6。げじ% 6。げ。% 、じ%

 毎年度計画的 着実 整備の実施 ― 、それa 。、れa 。じれa 6。れa す。れa 6じれa じそれa 100れa 毎年度 。0れa

 イッ プ ト等低 ト技術やPPPこPなI手法 検討 効率的 整備を推進し

 クイ ックプロ ェ クト等の積極的 入 る

コ ト縮減 管渠建設事業費の ％縮減
― しげす0% 2げ。0% 2げ、0% しげじ0% しげ10% しげ20% しげ10% 2げ10%

毎年度管渠建設
事業費 2％縮

減

 ⼤規模浸水被害 あ た排水区を中心 整備を推進し

20% し。% し。% じし% じ6% じ6% じ6% じ、%

約、、れa が約1す1れaき が約1す1れaき が約1、0れaき が約1。1れaき が約1。1れaき が約1。1れaき が約1。6れaき

 耐震対策 い 特 旧耐震基準 昭和すず年以前 施設等 い 改築 合わ た対策を実施し

 耐震対策 必要 施設 9施設 の対策を実施 ― 2こそ施設 2こそ施設 2こそ施設 2こそ施設 しこそ施設 じこそ施設 じこそ施設 じこそ施設 、こそ施設

 重要 汚水幹線の耐震調査の実施 累計 1す「『 累計 1そ「『 累計 2すげす「『 累計 26げ6「『 累計 し。げし「『 累計 じ、げ2「『 累計 す2げ6「『 累計 す、げす「『 累計 す、げす「『 累計 じじ「『

 耐津波対策 い 対象 施設 い 対策を実施し

 津波対策 必要 施設 施設 ついて

電源機能確保等の対策を実施
1こ10施設 1こ10施設 1こ10施設 1こ10施設 こ10施設 こ10施設 しこ10施設 しこ10施設 しこ10施設 すこ10施設

 てでP 業務継続計画 充実・訓練 実施等 取組 ⾼度化を図

H2。年1月 H2そ年1月 Hし0年1月 Hし1年1月 R2年1月 R 年1月 R 年1月 R 年1月

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 下水汚泥 い ト増加等 対 回避 た 分散化を検討し

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% そ、%

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 ネ ー対策 い 施設 改築や運転効率 ⾼度化 省 ネを推進し

前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年⽐ 前年⽐

2げ、％削減 1げ2％削減 2げし％削減 0げし％削減

16げそ％削減
太陽光

場合 、げそ％削
減

そげし％削減
太陽光

場合
そげし％削減

しげじ％増加
太陽光

場合
2げす％増加

2げし％削減
太陽光

場合
1げ。％削減

 管渠 い ⽼朽管や陶管 多い中心部 旭⻄排水区 い 重点的 対策を実施し

 旭西排水区 ける管渠の老朽化点検の調査 累計 しそ「『 累計 しそ「『 累計 60「『 累計 、0「『 累計 。0「『 累計 そじ「『 累計 10、「『 累計 11、「『 累計 1し2「『  累計 12そ「『

 旭西排水区 ける管渠の改築の実施 ― 1「『実施 1げ1「『実施 1げ1「『実施 1げそ「『実施 1げ6「『実施 2げ1「『実施 2げ2「『実施 2げ1「『実施 毎年度 1「『実施

 下水道処理場・ ンプ場 い 施設 健全度を勘案し 効果的 対策を実施し

 処理場 ポンプ場の健全度 以 の機械設

備 電気設備の改築更新を実施 計画策定時の

健全度 以 の設備総数：9 点

累計 10点 累計 そ。点 累計 1し、点 累計 262点 累計 し、6点 累計 じ20点 累計 す、そ点 累計 す。1点 累計 66そ点 累計 そ00点

 供用開始 ５年以 経過する診断未実施

の施設 ついて順次診断を実施
累計 2し施設 累計 2し施設 累計 2し施設 累計 2し施設 累計 2し施設 累計26施設 累計26施設 累計26施設 累計26施設 累計 しし施設

 巌井 笹ヶ瀬 錦ポンプ場等の改築の実施(着

手
累計 2施設 累計 2施設 累計 6施設 累計 、施設 累計 そ施設 累計11施設 累計1し施設 累計1し施設 累計1し施設 累計 21施設

 使用料収⼊や国 交付⾦ 活用等 安定した収⼊ 確保を図

 定した使用料収入確保 向けた接 率の向 。6げそ% 。、げし% 。、げ。% 。。げ2% 。そげ0% 。そげ6% そ0げ。% そ2げ2% そしげ1% そし%

 そ 他 経営⽅針 総合的 取組 結果 し あ わ 経営指標

水道使用料収入 そ6げす億円 そ6げ0億円 そすげ、億円 そ6げし億円 そ6げす億円 そ6げ6億円 そじげじ億円 そじげ2億円 そしげそ億円 102億円

 経費回収率 そすげじ% そ6げ6% そ6げ1% そ、げ1% そ6げ。% そ、げじ% そすげじ% そしげ20% そ1げし% そし％程度

 企業債残高 2ぐしし1億円 2ぐ2。6億円 2ぐ2じ0億円 2ぐ1そ、億円 2ぐ162億円 2ぐ10、億円 2ぐ0すじ億円 2ぐ01し億円 1ぐそ。。億円 1ぐそ60億円

 Oのへや職場内研修 各種研修 積極的 参加 若手職員を中心 時代 変化 柔軟 対応 職員を育成し

初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 毎年度

 初任者研修 1回以上

現場研修 2回以上

年間じ0研修 年間じ1研修 年間じ2研修 年間し2研修 年間し2研修 年間1じ研修 年間1。研修 年間しす研修 毎年度

延 すじ⼈ 延 6、⼈ 延 。じ⼈ 延 6し⼈ 延 60⼈ 延 2し⼈ 延 し1⼈ 延 す6⼈  20研修以上

受講 受講 受講 受講 受講 受講 受講 受講 延 す0⼈程度以上

0回 現場
研修 回

0回 現場
研修 回

回 現場
研修2回

回 現場
研修じ回

回 現場
研修じ回

回 現場
研修じ回

 岡東浄化センタ の電力使用量原単位の削

減

0げ666
み「Wれこ『しめ

 水汚泥の有効利用 再資源化 ％を

実施

未
普
及
対
策

耐
震
・
耐
津
波
対
策

浸
水
対
策

 浦 芳田排水区等の管渠 ポンプ場の施設

整備 年間の目標整備面積約 9 a

 水道 Ｐの実行力 定着化を図るた 毎

年度実地訓練の実施
―

―

毎年度
 1回実施

 ―
毎年度 100％

実施

施
設
管
理

（
も
の

）

前年度⽐1％
削減

０回、現場
研修2回

100%

経
営

（
か
ね

）

管
理
体
制

（
ひ
と

）

 年度当初の初任者研修や各課担当業務研修

現場見学を含 の実施 局内研修の充

実

―

 日本 水道事業団の研修や 水道協会の研

究発表会 調査研究 への積極的 参加 資

格取得の支援

―

１回、現場
研修3回

環
境
対
策


